
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回歴史ロマン紀行～加美郡の古代遺跡と時代背景～ 
               令和７年５月２９日（木曜日） 

大宮神社向かい側、水田のなかにある大宮古墳群。 

令和７年度、はじめての歴史ロマン紀行は加美郡の 

色麻群集墳 

講師 後藤 荘悦 氏 

史跡を巡ります。町内に点在する貴重な歴史遺産である 

整列する杉の木の下に墳丘が並んでいます。 
草が茂っているなかを進みます。1 辺 10ｍほどの 

日本人はどこからきたのか?出発前に講師より本日巡る古墳と 
地名の由来、時代背景についてお話いただきました。 

群集墳。後藤荘悦氏をガイドに歴史探訪スタートです! 

方墳 7 基保存されているとのことです。 

町内外から多数の 
参加者が集まり、 
講師のお話を熱心に 
聞きました。 
この後、実際の 
群集墳を巡る旅に 
出発です! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓国指定史跡 日の出山瓦窯跡にて。 

色麻町にある県内有数の群集墳。水田の中に点在しています。近隣の方のご厚意で近くで見学することが出来ました 

最後は東山官衙遺跡。東北地方における律令体制成立の状況やこの地域における古代国家の地方統治を知る上で
重要な遺跡である。 


